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聴
く　

動く

寄
居町議会

次
の
ペ
ー
ジ
は

コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
気
づ
い
た
「
本
当
に
大
切
な
も
の
」

その他の質問「家庭ごみの減量化・資源化の取り組み」

鈴す
ず

木き

詠え
い

子こ

議
員

災
害
リ
ス
ク

水害、土砂災害の激甚化対策急げ
政 提策 案

気
象
庁
防
災
対
応
支
援
チ
ー
ム
と
連
携
を 

問 

災
害
対
策
基
本
法
が
大
幅
に
見
直
さ

れ
、「
全
員
避
難
」
レ
ベ
ル
４
を
出
す
ま
で
の

詳
細
な
分
析
が
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
気
象
災
害
の
専
門
情
報
を
提
供
す
る

気
象
庁
防
災
対
応
支
援
チ
ー
ム（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
）

と
の
連
携
強
化
や
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
活
用
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
「
た
め
池

浸
水
想
定
区
域
」、「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

に
住
む
世
帯
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

支
援
要
請
の
準
備
を
進
め
ま
す

答

大
変
心
強
い
支
援
と
し
て
、
大
規
模
災

害
時
等
は
迅
速
な
支
援
要
請
が
で
き
る
よ
う

準
備
を
整
え
、
気
象
講
演
会
の
開
催
等
の
活

用
も
研
究
し
ま
す
。
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
場

所
の
要
支
援
者
を
優
先
し
て
個
別
避
難
計

画
の
作
成
を
推
進
し
ま
す
。

地域の災害リスクのチェックを！

原は
ら
ぐ
ち口

　
孝た

か
し

議
員

12
歳
以
上

その他の質問「鉢形城跡保存整備事業、町道１２３号線の県道格上げ、企業誘致」

危機感をもってワクチン接種推進
政 提策 案

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
は 

問 

接
種
の
現
状
と
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ
る

影
響
へ
の
対
応
、
安
心
で
楽
し
い
生
活
を
取

り
戻
す
た
め
、
正
し
い
情
報
を
危
機
感
を
持

っ
て
周
知
す
る
重
要
性
と
、
今
後
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

町
民
の
協
力
の
も
と
順
調
に
進
行

答

８
月
23
日
時
点
で
１
回
目
の
接
種
は

１
万
７
０
８
２
人
（
全
町
民
の
52
・
44
％
）、
２

回
目
は
１
万
４
３
０
５
人
（
44
・
０
％
）、
65

歳
以
上
は
1
回
目
１
万
３
６
４
人
（
93
・
５
％
）、

２
回
目
９
２
７
２
人
（
83
・
７
％
）
で
す
。
高
齢

者
へ
の
接
種
は
、
地
元
医
師
会
等
、
多
く
の

協
力
で
順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
現
在
の
供

給
は
希
望
の
3
分
の
１
程
度
。
今
後
も
確
保

に
努
め
、
広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
、

接
種
状
況
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
周
知
し
ま
す
。

（
※
質
問
日
９
月
１
日
）

楽しい生活を取り戻すために接種を早く

稲い
な
や
ま山
良よ

し
ふ
み文
議
員

跡
地
を
蘇
生

その他の質問「町有山林（常木山）に太陽光発電（メガソーラー）の計画」

埋立跡地にグラウンドゴルフ場設置
政 提策 案

埋
立
完
了
後
の
跡
地
利
用
は 

問 
高
齢
化
社
会
が
さ
ら
に
進
行
し
、

２
０
２
５
年
に
は
人
口
の
５
分
の
１
を
75
歳

以
上
が
占
め
ま
す
。
超
高
齢
社
会
に
直
面
し
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
に
対
応
す
る
施
設
を
設
置

す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
ま
す
。
３
号
埋
立

地
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
、
町

民
の
意
向
を
十
分
に
考
慮
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
設
置
を
提
案
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
ま
す

答

こ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
開

催
さ
れ
る
埋
立
跡
地
利
用
検
討
会
議
で
検

討
す
る
た
め
、
先
行
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
設
置
に
向
け
た
調
査
研
究
の
み
行
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

３号埋立跡地。今後の活用方法は

　

テ
ー
マ
決
定
後
、
最
初
の
委
員

会
と
な
る
今
回
は
、
寄
居
町
の
地
球

温
暖
化
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
現
在
町
で
取
り
組

ん
で
い
る
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
推
進
事
業
の

普
及
拡
大
や
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
・

促
進
、
公
用
車
に
お
け
る
エ
コ
カ
ー

の
導
入
状
況
等
に
つ
い
て
、
質
疑
や

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
次
回
は
地
球

温
暖
化
や
気
候
変
動
に
関
す
る
、
専

門
性
の
高
い
研
修
等
を
通
じ
て
、
調

査
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

寄
居
駅
南
口
駅
前
拠
点
施
設
は

「
寄
居
の
顔
」
と
な
る
重
要
な
施
設
。

想
定
で
は
木
造
２
階
建
て
で
、
用
途

は
観
光
案
内
を
は
じ
め
と
し
た
、
多

目
的
利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
施
設
の
運
営
体
制

や
、
雀
宮
公
園
↓
玉
淀
河
原
↓
鉢

形
城
公
園
の
往
復
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
回
遊
ル
ー
ト
、
統
一
感
の
あ
る

観
光
案
内
看
板
の
整
備
、
観
光
客

用
の
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
、
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
回

遊
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
、
観
光
客
を
呼

び
込
み
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
寄
居
町

と
な
る
た
め
、
調
査
研
究
を
進
め
ま

す
。

「にぎわいのあるまちづくり」再生

目標「ゼロカーボンシティ宣言」

総務
経済

文教
厚生

観光拠点づくり（寄居駅南口～鉢形城跡）について

カーボンニュートラルについて

寄
居
町
の
玄
関
と
言
え
る
南
口
駅
前
拠
点
施
設
の
概
要
説
明
を
受

け
、
荒
川
沿
い
の
遊
歩
道
や
玉
淀
河
原
、
雀
宮
公
園
の
整
備
状
況

を
調
査
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
で
目
指
し
て
い
る
脱
炭
素
生
活
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
目
標
に
、
温
暖

化
対
策
等
を
研
究
し
ま
す
。

夏の風物詩 朝顔。歩道で見つけた「団十郎」

自動車の脱炭素化技術は“日進月歩”

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
新
し
い
観
光
拠
点
と
新カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

し
い
環
境
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。
町
内
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
・
報
告
し
ま
す
！

新
し
い「
観
光
」と「
環
境
」を
ひ
も
と
く

 全員で学習と工夫
まず知ることから始めて、
将来の環境保全に
　　つなげたい。

 私も
ひと言！

澤
さ わ だ

田悦
え つ こ

子さん（男衾）

 歩いてみようかな
駅を降りると楽しみが
増えるような観光施
設になるといいね。

 私も
ひと言！

市
いちかわ

川和
か ず お

夫さん（市街地）


